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2026小泉サマーセール

いずみ会
合同研修会

10月18日（日）～
10月21日（水）

●会場　
　 ホテルニューオータニ（東京）
（東京都千代田区紀尾井町）

講 演 会講 演 会

限界に挑んで
講師清

しみず

水宏
ひろ

保
やす

氏
元スピードスケート選手
（世界距離別選手権金メダリスト）・
スポーツキャスター

〒167-0051 東京都杉並区荻窪 4-30-16 藤澤ビルディング 2F TEL.03-3393-2511 ㈹
㈱小泉／㈱小泉東北／㈱小泉中央／㈱小泉多摩／㈱小泉東関東／㈱小泉北関東／
㈱小泉中部／㈱小泉神奈川／㈱小泉相模／㈱小泉東海／綜合電材㈱／㈱住建／城北厨房㈱

期間

4月21日 ▶9月20日

ANNIVERSARY LIVE80周年 at KOIZUMI

岸 子岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸 子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
PREMIUM LIVE80周年 at KOIZUMI

のご案内海外優待旅行

古代ギリシア遺跡を
辿る「シチリア島」と
歴史を感じる「ローマ」

9日間の旅

都会と自然が融合した
「オアフ島・ホノルル」

6日間の旅

独自の文化と
パワーが溢れる
「台湾」
3日間の旅

AACOURSECOURSE

ABCOURSECOURSE

ACCOURSECOURSE

地
下
水
の
適
正
な
利
用
・
保
全
へ

地
下
水
の
適
正
な
利
用
・
保
全
へ

国

土

交
通
省
実
効
性
の
あ
る
仕
組
み
整
備

下
水
道
管
路
全
国
重
点
調
査
で
判
明

点
検
基
準
見
直
し
な
ど
に
反
映

国
土
交
通
省
は
４
月
２３

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
３
号
館
会
議
室
で

第
２
回
「
地
下
水
の
適
正
な

保
全
と
利
用
に
関
す
る
検
討

会
」
（
座
長
・
辻
村
真
貴
筑

波
大
学
生
命
環
境
系
教
授
）

を
開
催
し
た
。
地
下
水
採
取

の
実
態
把
握
の
手
法
や
実
効

性
の
あ
る
仕
組
み
整
備
に
向

け
て
活
発
な
意
見
交
換
を
繰

り
広
げ
た
。

当
日
は
国
交
省
の
宮
武
晃

司
水
管
理
・
国
土
保
全
局
水

資
源
部
長
（
内
閣
官
房
水
循

環
政
策
本
部
事
務
局
長
）
が

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
前

回
は
地
下
水
情
報
の
一
元
化

・
規
格
化
な
ど
が
課
題
と
し

て
指
摘
さ
れ
た
。
本
日
は
気

候
変
動
に
よ
る
地
下
水
へ
の

影
響
や
全
国
を
対
象
と
し
た

地
下
水
の
流
動
・
賦
存
量
の

把
握
手
法
、
条
例
に
よ
る
地

下
水
規
制
の
現
状
な
ど
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

気
候
変
動
が
地
下
水
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
は
潜
在

的
総
量
や
涵
養
的
農
地
の
減

少
、
短
時
間
豪
雨
に
よ
る
降

雨
量
の
増
加
、
海
面
水
位
の

上
昇
な
ど
が
あ
り
、
複
数

地
域
の
地
下
水
低
下
を
予

測
す
る
研
究
結
果
を
紹

介
。
地
下
水
の
流
動
・
賦

存
量
の
把
握
手
法
で
は
国

や
研
究
機
関
の
観
測
結
果

を
示
し
、
基
礎
デ
ー
タ
の

多
い
地
域
は
解
析
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。

条
例
に
基
づ
く
地
下
水

規
制
に
つ
い
て
は
２
４
３
自

治
体
で
調
査
を
実
施
。
揚
水

施
設
の
基
準
（
吐
出
口
断
面

積
・
口
径
、
揚
水
量
、
ス
ト

レ
ー
ナ
位
置
）
や
対
象
と
な

る
地
域
の
現
状
な
ど
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
条
例
制
定

の
背
景
や
具
体
的
な
規
制
内

容
（
採
取
量
、
井
戸
数
、
許

可
・
届
出
の
受
理
件
数
）
な

ど
を
確
認
し
た
。

こ
の
ほ
か
熊
本
県
と
安
曇

野
市
に
よ
る
取
り
組
み
事
例

が
報
告
さ
れ
た
。

国
土
交
通
省
は
４
月
２１
日
、
下
水
道
管
路
の
全
国
特
別
重
点
調
査
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
調

査
対
象
５
３
５
団
体
・
５
３
３
２
㎞
の
管
路
の
う
ち
２
月
末
時
点
で
対
策
が
必
要
な
延
長
は
７
４
８
㎞
、
地
盤
中

の
空
洞
は
９６
カ
所
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
同
省
は
各
地
方
公
共
団
体
に
速
や

か
な
未
了
箇
所
の
調
査
・
判
定
や
対
策
が
必
要
な
箇
所
の
更
新
な
ど
を
改
め
て
要
請
し
、
技
術
的
・
財
政
的
に
支

援
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
点
検
基
準
の
見
直
し
な
ど
に
適
切
に
反
映
し
て
い
く
方
針
だ
。

昨
年
の
１
月
２８
日
、
埼
玉

県
八
潮
市
で
下
水
道
に
起
因

す
る
大
規
模
な
道
路
陥
没
事

故
が
発
生
。
こ
の
た
め
国
交

省
は
「
下
水
道
等
に
起
因
す

る
大
規
模
な
道
路
陥
没
事
故

を
踏
ま
え
た
対
策
検
討
委
員

会
」
（
委
員
長
・
家
田
仁
政

策
研
究
大
学
院
大
学
特
別
教

授
）
の
提
言
を
受
け
、
管
径

２
ｍ
以
上
で
平
成
６
年
度
以

前
に
設
置
さ
れ
た
下
水
道
管

路
を
対
象
に
重
点
調
査
を
実

施
す
る
よ
う
全
国
の
地
方
公

共
団
体
に
要
請
し
て
い
た
。

調
査
は
２
月
末
ま
で
に
潜

行
目
視
や
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
で

５
１
２
１
㎞
行
わ
れ
、
こ
の

う
ち
約
１６
％
は
対
策
が
必
要

と
判
定
さ
れ
た
。
内
訳
を
み

る
と
原
則
１
年
以
内
の
対
策

が
必
要
な
緊
急
度
Ⅰ
は
２
０

１
㎞
、
応
急
措
置
を
行
っ
た

う
え
で
５
年
以
内
の
対
策
が

必
要
と
さ
れ
る
緊
急
度
Ⅱ
は

５
４
７
㎞
だ
っ
た
。

ま
た
空
洞
調
査
は
管
路
１

３
２
６
㎞
を
対
象
に
路
面
か

ら
の
調
査
や
簡
易
な
貫
入
試

験
な
ど
で
実
施
。
判
明
し
た

９６
カ
所
に
つ
い
て
は
現
時
点

で
す
べ
て
対
策
済
み
だ
。

今
後
の
対
策
が
必
要
な
７

４
８
㎞
の
う
ち
八
潮
市
と
類

似
し
た
構
造
・
地
盤
の
優
先

実
施
箇
所
に
該
当
す
る
も
の

は
３
１
２
㎞
で
全
体
の
４１
％

を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
箇
所
は
４
３
５
㎞
で
対
策

が
必
要
と
さ
れ
、
全
体
の
１１

％
に
当
た
る
。

全
国
の
都
道
府
県
の
い
ず

れ
も
対
策
が
必
要
で
山
梨
県

を
除
く
４６
都
道
府
県
に
緊
急

度
Ⅰ
の
管
路
が
存
在
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
都

道
府
県
が
管
理
す
る
管
路
で

は
長
野
県
な
ど
２０
道
府
県
で

緊
急
度
Ⅰ
を
確
認
。
緊
急
度

Ⅰ
の
管
路
を
管
理
す
る
市
町

村
は
２
５
７
だ
っ
た
。

緊
急
度
Ⅰ
で
３
㎞
以
上
の

管
路
が
あ
っ
た
の
は
青
森
県

八
戸
市
（
約
３
・
７
㎞
）
、

栃
木
県
宇
都
宮
市
（
約
７
・

６
㎞
）
、
埼
玉
県
流
域
（
約

３
・
９
㎞
）
、
埼
玉
県
新
座

市
（
約
４
・
６
㎞
）
、
千
葉

県
船
橋
市
（
約
３
・
９

㎞
）
、
神
奈
川
県
藤
沢
市

（
約
９
・
６
㎞
）
、
静
岡
県

静
岡
市
（
約
３
・
１
㎞
）
、

愛
知
県
名
古
屋
市
（
約
５
・

２
㎞
）
、
愛
知
県
豊
橋
市

（
約
６
・
０
㎞
）
、
三
重
県

四
日
市
市
（
約
４
・
０

㎞
）
、
大
阪
府
流
域
（
約
３

・
８
㎞
）
、
大
阪
府
大
阪
市

（
約
５
・
９
㎞
）
、
大
阪
府

八
尾
市
（
約
３
・
３
㎞
）
、

大
阪
府
守
口
市
（
約
４
・
７

㎞
）
、
兵
庫
県
明
石
市
（
約

３
・
０
㎞
）
、
福
岡
県
北
九

州
市
（
約
３
・
７
㎞
）
、
福

岡
県
福
岡
市
（
約
３
・
１

㎞
）
、
大
分
県
大
分
市
（
約

８
・
８
㎞
）
、
宮
崎
県
宮
崎

市
（
約
３
・
８
㎞
）
、
鹿
児

島
県
鹿
児
島
市
（
約
５
・
９

㎞
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

対策が必要748km対策が必要748km

昨年１月に発生した八潮市道路陥没事故の現場

有識者が活発に意見交換

宮武水資源部長
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